








































A project of “life”:
The outline and the effects of “lifesaving education”class. Ⅰ
Yuumi INAGAKI, Tomohiro OGAI, Tsutomu KOMINE
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2 － 1 ．日程及び実施先
救命授業は，2017年 5 月から2018年 2 月の間
に実施された。実施先は，小学校 3 校，中学校
6 校，高校 2 校で実施した。対象学年は，それ






























胸骨圧迫 10分 胸骨圧迫の実技 
AED 10分 AEDの実技





映像 5 分 心肺蘇生とAEDの重要性を理解する
デモンストレーション 5 分 一次救命処置の一連の流れをみる



















































図 2. 生徒の「救命に関する映像」に関する評価 
 
 図 3は、救命授業を受けた生徒による「デモンストレーション」に関する評
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図 3. 生徒の「デモンストレーション」に関する評価 
 
 図 4は、救命授業を受け 生徒による「胸骨圧迫の実技」に関する評価を示
す。胸骨圧迫が「とてもうまくなった」と答えた者は 14 人（24.6％）、「うま
くなった」と答えた者は 36 人（67.9％）、「うまくならなかった」と答えた者





図 4. 生徒の「胸骨圧迫の実技」に関する評価 
 
 図 5は、救命授業を受けた生徒による「AED の実技」に関する評価を示す。AED
が「とてもうまくなった」と答えた者は 19 人（35.8％）、「うまくなった」と
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て も わ か ら な か っ た 」 と 答 え た 者 は 1 人
（1.9％）である。ほとんどの生徒たちが学生の
指導がとてもわかったと評価している。学生の
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3 － 2 ．救命授業を受けた生徒の感想
救命授業を受けた生徒の主な感想は以下の通
りである。この授業を通じて，生徒たちが救
命処置の重要性を理解し，胸骨圧迫の方法と
AEDの使い方を習得しようと真摯に学んでい
る様子が読み取れる。
技術や知識に関する主な記述は以下の通りで
あった。一次救命の重要性，胸骨圧迫やAED
の使い方を習得できたことがわかる。また，実
技時間を十分に確保することや指導スタッフを
各グループに配置することで，個に応じた手厚
い指導ができるように工夫したことで，効果的
に技術が習得できていたこともわかる。
・人が倒れたときは，直ぐに処置しなくては
ならないことがわかった。
・映像を見て，人は急に倒れる可能性もある
ということがわかった。
・心肺蘇生訓練用人形が柔らかった。
・胸骨圧迫が思ったよりも力を入れなくては
ならず，大変だった。
・胸骨圧迫は手が痛かった。
・最初は難しいだろうなと思っていたけど，
そこまでではなくて自分でもできると思え
た。
・今までAEDを触ってすらいなかったので，
使い方がよくわかった。
・胸骨圧迫の圧迫するテンポがわかった。
・AEDの仕組みが詳しくわかった。
指導に関する主な記述は以下の通りであった。
大学生の指導や授業の進め方に対して，好意的
に受け止めていることがわかる。
・大学生のデモンストレーションがスマート
ですごかった。
・大学生の先生が，一生懸命，私たちのため
に教えてくれた。
・説明だけではなく，実際に練習できたので
よかった。
命の大切さに関する主な記述は以下の通りで
あった。講義や実技を通じて，生徒たちは，命
についてそれぞれ感じていることがわかる。
・命の大切さがよくわかった。
・人命を助けるのはとても大変だと思った。
今後に向けた主な記述は以下の通りであった。
今後に向けて，救命処置をする場面に遭遇した
際，自らのできることをしたいというような決
意を書いてくれる生徒が多かった。
・今まで全然わからなかった胸骨圧迫と
AEDのやり方を知ることができたので，
これからは，何かあった時は，助けてあげ
たい。
・大切な家族や友だちが倒れたときは，今日
教えてもらったことをいかして助けてあげ
たいと思う。
・友だちや家族が倒れても今までは助けてあ
げられなかったけど，これからは助けてあ
げられると思ったから，もしもの時でも安
心してAEDを使ったりできると思う。
・すごく先生が優しく教えてくれてわかりや
すかった。これからは，誰かが苦しんでい
たら，助けることができる。
・とてもためになった。いずれそういうこと
が起きたときは，対処できるようにしたい。
40
・大切な命を落としてしまわないように，街
で倒れている人を見かけたら，積極的に助
けられるようにしたい。
・AEDを使って，多くの人を助けたい。
・今日学んだことをいかすときがきたら，率
先して人助けをしたいと思った。
4 ．まとめ
学校での救命授業の概要を報告し，標準的な
授業が行われた 1 校を事例として取り上げ，そ
の成果を検討した結果，生徒たちはこの授業を
通じて，知識・技術が身につき，役に立つと評
価していた。また，授業を受けるまでは，半数
以上の生徒たちは救命処置ができないと思って
いたが，授業後，生徒たちの96.2％が救命処置
について何かできると思えるようになったこと
は，大きな成果だと言える。
バイスタンダーによって，心肺蘇生やAED
といった一次救命処置が施されるためには，次
の 3 つが重要だと考える。①AEDがいつでも
使用可能な状態で配備されていること。②一次
救命処置を実践できる者がいること。③一次救
命処置を実践する者がAEDの設置場所を認知
していること。これらの 3 つが事故現場でそろ
うことが救命率向上には不可欠である。さらに
加えて，実践する者が勇気を出して行動できた
り，助けたいと思ったときに一歩踏み出せたり
することも必要である。こういった視点で明ら
かにしていくためには，まだまだ課題が残るも
のの，今後の救命教育の方策を考える一助に
なったと捉えている。
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